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スト教会と呼ばれなければならない。」1

これらの言葉から，主は明確にこれが
単に教会の正式名称であるだけでなく，
主の教会が呼ばれるべき名前であること
を示しておられます。そのために，わたし
たちは，教会を「モルモン教会」や「LDS
教会」などのような他の呼び方をするべき
ではありません。
「モルモン」という言葉は，「モルモン開

拓者」のように人々を表したり，「モルモン
タバナクル合唱団」のように組織の名称と
して適切に用いられることもあります。世
間一般には，教会員は「モルモン」として
知られていますし，教会外の人 と々話すと
きには，必要であれば自分たちを「モルモ
ン」と呼ぶこともあるかもしれません。そ
のようなときでも，教会の正式な名称も紹
介するようにしてください。

わたしたちが「モルモン」という言葉に
関連して教会の正しい名称を用いるように
なれば，わたしたちがクリスチャンであり，
救い主の教会の会員であることを示すこと
になります。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちが末日
聖徒イエス・キリスト教会に属していると
いうことをいつも明確に示すことを習慣づ
けましょう。

わたしが，二つ目にフォローアップするべ
きだと感じたのは，前回の総大会で会員

帰還宣教師だと納得させることができまし
た。 64年たった今，7人の子供たちと，多
くの孫とひ孫たちに恵まれましたが，彼ら
の存在は，どれほど大切なメッセージで
あっても，着実な粘り強いフォローアップな
しには分かち合う機会が与えられないこ
とがあるという重要な真理の証

あかし

となってい
ます。

それで，わたしは今回，以前総大会でお
話ししたメッセージから二つフォローアッ
プするように明確な促しを受けました。

2011年10月の総大会で，皆さんに主の
次の言葉をよく覚えているようにお願いし
ました。「わたしの教会は，終わりの時に
このように，すなわち末日聖徒イエス・キリ
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今年の 9 月で，イングランドでの伝
道を終えてから 64 年がたちま
す。帰還して 3 日後に，ユタ大学

で行われた「ハローデイ」と呼ばれるダン
スパーティーに友人と参加しました。友人
は，バーバラ・ボーウェンという大学 2 年
生のすてきな学生がいるので会ってみるべ
きだと，わたしに言いました。その友人は
彼女を連れて来て，わたしに紹介し，そし
てわたしたちは踊り始めたのです。

不運なことに，このダンスは「タグ・ダ
ンス」と呼ばれるもので，他の男の人に肩
をたたかれたら，相手を交代しなければな
りませんでした。バーバラはとても快活
で，人気者だったので，わたしはすぐに他
の男性から肩をたたかれ，彼女とは 1 分も
踊ることができませんでした。

もちろんわたしは納得がいきませんでし
た。伝道でフォローアップの大切さを学ん
でいたので，彼女の電話番号を聞いて，す
ぐ翌日に電話をしてデートに誘いました。
しかし，彼女は大学の勉強や他の用事で
忙しかったのです。伝道の経験のおかげ
で，がっかりするようなことがあっても諦め
ずに粘り強く努力することを学んだので，
その頑張りの結果，彼女とデートの約束を
取ることができました。そのデートがきっ
かけで，それから何度もデートをしました。
デートを重ねる中で，わたしは何らかの形
で彼女にとって自分が唯一まことの生ける

フォローアップ
わたしたち一人一人が心に抱いている恐れを真の信仰に代えるこ
とによって，これまでよりも伝道活動に継続して関わる〔ことがで
きます〕。
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の皆さんにクリスマスまでに，少なくとも
一人の人に，回復された福音について学ぶ
のを勧めることができるように，導きを求
めて祈るようお願いしたことです。多くの
会員から，主に伝道の機会を求めて祈った
結果として与えられた特別な経験について
分かち合っていただきました。

例えば，ある帰還宣教師は福音を分か
ち合うことができる特別な「一人」のもと
へ導かれるように具体的に祈りました。そ
して以前に大学のクラスメートだった人の
名前が思い浮かびました。彼はフェイス
ブックを通じて彼女に連絡を取りました
が，彼女は人生の意味や目的について祈っ
ていたそうです。彼女がちょうど真理を求
めていたときにフォローアップすることが
でき，彼女は 12月にバプテスマを受けま
した。

このように，福音を聞くように勧めたとい
う報告をたくさん受けましたが，この兄弟
のようにフォローアップを最後までした事
例は少なかったようです。

わたしはフォローアップの原則を固く信
じています。伝道活動のガイド『わたしの
福音を宣

の

べ伝えなさい』に次のように述べ
られているとおりです。「勧めるだけで，
フォローアップしないまま放置しておくの
は，旅行に出かけたのにいつまでも目的地
へ行こうとしないようなこと，または，演奏
会の入場券を買ったのに会場に入らないよ
うなことです。果たさなければ，決意は無
意味になります。」2

『わたしの福音を宣べ伝えなさい』は，
人々にただ勧めるように教えてはいませ
ん。勧めた後でどのようにフォローアップ
すればよいかを教えています。伝道活動
の目的は「人々にキリストのもとへ来るよ
う勧めることです。そのためにあなたは，
イエス・キリストとキリストの贖

あがな

いを信じる
信仰，悔い改め，バプテスマ，聖霊の賜

たま

物
もの

を受けること，最後まで堪え忍ぶことを通
して，彼らが回復された福音を受け入れら
れるよう助けるのです」3 と定義されてい
ます。

勧めることは，確かにその過程の一つ
です。しかし，ただ人々に宣教師のレッス
ンを聞くように勧めること以上に，会員の
皆さんが伝道活動のためにできることは
たくさんあります。それは宣教師ととも
に，人々が信仰を育み，悔い改めたいとい
う望みを持ち，聖約を交わす備えをし，終
わりまで堪え忍ぶことができるようにフォ
ローアップすることを意味しています。

このフォローアップの原則は使徒行伝に
示されています。
「さて，ペテロとヨハネとが，……宮に上

ろうとしていると，
生
うま

れながら足のきかない男が，かかえら
れてきた。この男は，宮もうでに来る人々
に施しをこうため，毎日，『美しの門』と呼
ばれる宮の門のところに，置かれていた者
である。

彼は，ペテロとヨハネとが，宮にはいって
行こうとしているのを見て，施しをこうた。

ペテロとヨハネとは彼をじっと見て，『わ
たしたちを見なさい』と言った。

彼は何かもらえるのだろうと期待して，

ふたりに注目していると，
ペテロが言った，『金銀はわたしには無

い。しかし，わたしにあるものをあげよう。
ナザレ人イエス・キリストの名によって歩き
なさい。』」

これは主の僕
しもべ

による実に力強い勧めで
はないでしょうか。しかし，ペテロは勧め
をして終わりではありませんでした。聖文
には続けてこう書かれています。「彼の右
手を取って起

おこ

してやると，足と，くるぶしと
が，立ちどころに強くなって，

踊りあがって立ち，歩き出した。そして，
歩き回ったり踊ったりして神をさんびしな
がら，彼らと共に宮にはいって行った。」4

言い換えれば，ペテロは神権の権能を
行使してこの人に立ち上がるようにただ勧
めたのではありません。ペテロはその人の
右手を取って，一緒に神殿に入って行くこ
とによって，自分自身の勧めをフォローアッ
プしたのです。

このペテロの模範に従って，わたしたち
一人一人が心に抱いている恐れを真の信
仰に代えることによって，これまでよりも伝
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道活動に継続して関わるように提案した
いと思います。少なくとも四半期に 1 度，
つまり毎年4度，誰かを専任宣教師に紹
介するように勧めます。宣教師たちは主
の深い促しを受け，心から御

み

霊
たま

によって教
える備えができています。彼らとともにわ
たしたちの勧めのフォローアップをするこ
とができます。人々の手を取り，立ち上が
らせ，霊的な旅をともに歩むことができる
のです。

その助けとなるように，わたしは全ての
会員が現在の召しや，教会にどれほど活
発であるかにかかわらず，『わたしの福音
を宣べ伝えなさい』を手に入れるようにお
勧めします。教会の配送センターやイン
ターネットを通して入手できますし，教会の
ウェブサイトから無料で見たりダウンロー
ドしたりすることができます。これは伝道
活動のガイドブックです。つまりわたした
ち全ての会員にとってのガイドブックなの
です。よく読んで，研究し，人々をキリスト
のもとへ来るように勧めてフォローアップ
する方法を理解し実践してください。モン
ソン大管長はこう言いました。「今こそ，
会員と宣教師が一致協力して，主のぶどう

園で働き，人々を主のみもとに導く時で
す。」5

イエス・キリストは弟子たちにこう教え
られました。
「収穫は多いが，働き人が少ない。
だから，収穫の主に願って，その収穫の

ために働き人を送り出すようにしてもらい
なさい。」6

主はわたしたちの時代においてその祈
りに応えてくださいました。歴史上かつて
ないほどの数の宣教師を送ってくださった
のです。この忠実な働き人の波とともに，
主はわたしたちが人の救いのための業に
関わる新たな機会を与えてくださっている
のです。

わたしたちのすばらしい宣教師たちを助
ける実践的な方法があります。例えば，宣
教師に自分が『わたしの福音を宣べ伝え
なさい』を学んでいることを伝え，彼らが
どんなことをそこから学んでいるか尋ねる
ことができます。互いに分かち合うことに
よって，主が次のようにおっしゃったよう
に，会員と専任宣教師との間に信頼と自信
が生まれることでしょう。
「すべての人が主なる神，すなわち世の

救い主の名によって語るため」7

そして「見よ，わたしは，人々に証し警
告するためにあなたがたを遣わした。警
告を受けた人は皆，その隣人に警告しな
ければならない。」8

兄弟姉妹の皆さん，宣教師の家族や友
達が宣教師へ送る手紙やメールの中で

『わたしの福音を宣べ伝えなさい』から学
んだことを分かち合ったらどのような影響

をもたらすか想像できるでしょうか。宣教
師の家族にとって，自分の息子や娘が伝
道地でどのようなことを学び教えているの
かをより深く理解することによって，どのよ
うな祝福が得られるか想像できますか。
人々に主のもとへ来るように勧めるときに
証を述べ，またその勧めをフォローアップ
するときに，主が約束されたすばらしい贖
いの恵みを，互いに，また個人的に享受で
きるということを想像できるでしょうか。
「あなたがたは祝福されている」と，主

はジョセフ・スミスを通して告げられまし
た。「あなたがたが述べた証は，天使たち
が見るために天で記録されているからであ
る。そして，天使たちはあなたがたのこと
を喜んでおり，あなたがたの罪は赦

ゆる

されて
いる。」9

「わたしはあなたがたの罪を赦して，こ
の戒めを与えるからである。すなわち，あ
なたがたは，あなたがたに知らされたこれ
らのことを世のすべての人に証するため
に，……あなたがたの思いを確固としてい
なさい。」10

わたしたちがフォローアップをするなら
ば，主はわたしたちを失望させるようなこ
とはなさいません。世界中の教会員が証
に突き動かされて勧め，忠実にフォロー
アップすることを通して，言葉にできない
ほどの喜びがもたらされるのを，わたしは
目の当たりにしてきました。最近，アルゼ
ンチンで会員に今回の総大会までに，誰
かを教会に招待するように勧めました。
ジョシュアという 8 歳の少年はそれを聞
き，友達とその家族をブエノス・アイレス
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らす」1 という御父の目的です。
主を信じる信仰と信頼を育むとき，人を

祝福し解放する主の力を受けることができ
ます。

モルモン書には，子供たちを解放する主
の力というすばらしいテーマが何度も繰り
返されています。ニーファイはモルモン書
の最初の章でそのことに触れています。
20 節にはこうあります。「見よ，主の深い
憐
あわ

れみは，信仰があるために主から選ば
れたすべての者のうえに及び，この人たち
を強くして自らを解放する力さえ与えるこ
とを，わたしニーファイはあなたがたに示
そう。」2

何年も前に，わたしはきわめて個人的な
方法で，この節に述べられている真理を
理解しました。天の御父がどれほど近く
におられ，助けたいと望んでおられるかを
知ったのです。

ある夕方，子供たちを乗せて車を運手し
ていると，一人の少年が人けのない道を歩
いていることに気づきました。その少年を
通り過ぎた後，引き返して助けるようにと
いう明確な印象を受けました。でも，知ら

中央初等協会会長会第一顧問
ジーン・A・スティーブンズ

親になるときに感じる深い感動に
匹敵する感情はあまりありませ
ん。天からじかに貴い赤ちゃん

を授かることよりもすてきな出来事は他に
ありません。わたしの弟は，心を揺さぶら
れる経験を通してその気持ちを感じまし
た。弟の初めての息子は未熟児で生ま
れ，体重は 1,300 グラムしかありませんで
した。ハンターと名付けられたその赤ちゃ
んは生後 2 か月間を，新生児集中治療処
置室で過ごしました。その 2 か月の間，
家族と親戚の感情は大いに揺さぶられ，
わたしたちは主に助けを請い願いました。

小さなハンターは弱々しく，生きるのに
必要な力を得ようと必死でした。息子を
愛する父親はか弱い赤ちゃんを励まそうと
して，自分の力強い手で何度も赤ちゃんの
小さな手に触れ，励ましました。

神もその子供たちに同じようにされま
す。天の御父は一人一人に御自身の無限
の愛をもって手を差し伸べてくださいま
す。御父は全てを治め，人が学び，成長し，
みもとに戻るよう望んでおられます。これ
こそが「人の不死不滅と永遠の命をもた

「恐れてはならない，
わたしはあなたと
共にいる」
主を信じる信仰と信頼を育むとき，人を祝福し解放する主の力を
受けることができます。

にある自分のワードのオープンハウスに招
待しました。彼の勧めと熱心なフォロー
アップについて書かれた手紙から少し読
みたいと思います。
「数分ごとにジョシュアは門のところに

行って，招待した人が来るか見に行きまし
た。ジョシュアは『きっと来る』と言い続け
ました。

夜になりましたが，ジョシュアの友達は
まだ来ませんでした。でもジョシュアは諦
めずに数分ごとに門を見に行きました。そ
ろそろ片付けが始まる頃になって，ジョ
シュアが跳び上がって『来たよ！ 来たよ！』
と叫びました。見上げると，友達が家族
みんなで教会に向かって来ているのが見
えました。ジョシュアは走って行って彼ら
を歓迎し，友達を抱きしめました。彼らは
オープンハウスを楽しんでいた様子でし
た。パンフレットを幾つか手にし，新しい
友達と知り合う機会もたくさんありました。
小さな男の子の信仰を目にし，プライマ
リーの子供でも宣教師になれることを学
びました。」11

主を信頼し，信仰をもって，ともに協力
し，一人を見つけ，勧め，フォローアップに
努めるときに，主はほほえんでくださり，何
千何万という神の子供たちが末日聖徒イ
エス・キリスト教会に目的と平安を見いだ
すようになることを証します。わたしたち
が救い主の業を速めるために働くときに，
主が祝福してくださいますよう，へりくだ
り，イエス・キリストの御

み

名
な

によりお祈りし
ます，アーメン。■
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